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散華の地…
2016年12月27日

高2ＩＬ「命どぅ宝」講座を希望した12名が、沖縄での研修を終えました。

沖縄戦、米軍上陸の読谷から南へ約80㎞の歩行…
　　最後はひめゆり学徒隊散華の地、荒崎海岸の黙祷で終了です。

当時の...口にしたのは黒糖だけ...に倣い、カロリーメイトだけの3日間、
本当にひもじい思いをした17歳のクリスマスイブの夜だと思いましたが…

「砲弾を避けながら、道なき道を南部へ逃れていった同世代の若者のことを思うと、
　自分たちが追体験できたのは、わずかな空腹と疲労くらいしかない…　でも、
　二度とこの美しい自然、優しい人の住む場所で戦いを繰り返してはならない。
　今なお、世界中で起きている戦争…こんな世の中を変えていかねばならない。」
生徒たちの口から出る言葉に少し明るい気持ちにさせられました。
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ＩＬ学習はこれで終わりでなく、ここからがスタート…
沖縄や広島の多くの方々に支えられて実行できたフィールドワーク、
そのご恩に報いるためにも、これから更に勉強を続けていきましょう。

2016年12月 , N.K , 日常

詳細を見る

福島研修
2016年12月26日

高2・ILPゼミ「被災地とつながっていよう学」のメンバーらは、22日〜26日の４泊5日、福島県南相馬
市で活動して参りました。主な活動は、震災・原発事故関連地域の視察、仮設住宅のサロン訪問、小高区
での屋外活動、現地のお医者様 の講演会などです。

まごころサロン訪問（鹿島区）
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請戸小学校視察（浪江町）

日に日に増え続けるフレコンバック（除染で取り除いた表土や草木を入れた黒い袋）

福島第一原発事故の付近では、汚染された牧草を食べさせ、ただただ牛達の命をつないでいる牧場があり
ました。
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福島第一原発事故を遠望。車内に緊張感が走ります。

小高区での屋外活動ボランティア終了後に。
民家の環境整備は、20人近くの人数で丸2日かかりました。
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小鷹昌明先生（南相馬市立総合病院）の講演。
小鷹先生は、震災後、大学病院の准教授の地位を捨て、南相馬に移住され、地域医療のみならず、様々な
市民活動を展開されています。南相馬周辺地域の医療問題のみならず、先生の生き方から生徒達も多くの
ヒントを頂けました。

中島穂高さん（早稲田大学政経学部1年）との意見交換。
南相馬出身の中島さんは、広島から高校生がやって来たと聞きつけ、ご自身が見学して来た福島第一原発
の様子や福島が抱えている諸問題を伝えてくれました。小鷹先生、中島さんを私達に繋いで下さったの
は、11月に本校でご講演された番場さち子先生。ありがとうございました。
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原町教会のクリスマスミサ参列。
ミサ後のパーティでは、幸田司教様と乾杯！暖かく楽しいクリスマスになりました。
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5日間お世話になったカリタス南相馬の皆さんと。

生徒達が五感で感じたものが、より良い社会へつながりますように。
お世話になった皆様、本当にありがとうございました。

2016年12月 , 生徒の活動

詳細を見る

街頭募金
2016年12月19日

12/16(金)・12/18(日)に中3生が市内6ヶ所(福屋角・ヤマダ電機角・東急ハンズ前・そごう横・そごう前・
青山前)で街頭募金を行いました。朝の9：30〜17：30まで各班2時間ずつ×2日間の活動を行いました。最
初は照れくさそうだった生徒達でしたが、時間が経つごとにしっかりと声を出せるようになりました。ま
た、様々な方に応援していただき、寒い中だからこそ、暖かい気持ちをたくさん感じ取ることができたよう
にも思います。ボランティアを一生懸命する中で得られる色々なものに改めて気付くことのできた2日間でし
た。活動の最中に、学院で昔使っていた英語の教科書にあった、『賢者の贈り物』という話を思い出しまし
た。
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↑メッセージや仏様？も入っていました。

2日間という短い時間でしたが、とても良い経験になったのではないかと思います。

2016年12月 , 日常 , M.T.

詳細を見る
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ラスト前…
2016年12月15日

生徒が学校へ来るのもあと１日となりました。

期末試験の答案が帰ってきますが…

売店のパンも…クリスマス

・・・・・・・・・・・・

あれっ？　中１は再試？？
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いえいえ、「2016常識テスト」に取り組んでいます…

学校へ来るのもあと１日ですから…ロッカーもこの通り…

でも…とても両側はお見せできません！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高３はちょうど…
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いい冬休みにしてくださいね。

2016年12月 , N.K , 日常

詳細を見る

終わって天国、ここから地獄？
2016年12月13日

期末試験終了。お疲れ様でした。生徒のみなさんは天国ですね。しかし、別の立場の人々にとって、地獄が
始まるのです。地獄めぐりへ。

理科師弟、提出物地獄。　　　　　　　　　　　　　先生、結果は天国でしょうか？それとも・・・

芳しくないですか？テストの結果は地獄ですか･･･　中３学年団、募金に向けて着々と準備。その向こうに、
やはり提出物地獄が･･･

皆さまに幸あれ。

2016年11月 , K.I , 日常

詳細を見る

土曜日の朝
2016年12月10日

土曜日，2学期期末試験2日目の朝です。
試験にはもったいないくらいのいい天気です。

Page 11 of 25

2020/10/21



職員室では採点。

試験後に行われる街頭募金の準備物が置かれていました。
今年度も中３の生徒が主体となって行います。なかなかの力作です。

高三の生徒は，6年間の学院生活で最後の定期試験です。
今まで苦しめられてきた試験にも，自然と気持ちが入ります。
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そんな平和な日常ですが，ザビエル体育館裏裏に行ってみると，なにやら騒がしい物音が。

罠に捕らえられたイノシシ。自然に囲まれた学校です。

2016年12月 , 日常

詳細を見る

期末試験初日・・・先生たちは
2016年12月09日
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２学期期末試験初日が無事に終りました。生徒の皆はまだまだ元気いっぱいの様子でした。
放課後の合併室では、先生達の救命講習会が開かれていました。

↑広大医学部の救命関係の研究室の30期代の卒業生数名が講習をしに来てくださいました。

↑なんでもコンパクトになるものです。最近は、心肺蘇生用訓練のための人形もコンパクトになっていま
す。

↑意識確認→救助要請→気道確保・呼吸確認→人工呼吸・心臓マッサージの流れです。
急に言われると慌ててしまいますが、時々思いだしておくと少し安心ですね。

生徒の皆は、期末試験2日目も頑張ってください。

2016年12月 , 日常

詳細を見る

もうすぐクリスマスですが、その前に…
2016年12月08日

ぼちぼちかな？…と思って、ロサド工房へ！

今年の馬小屋…外観はほぼ完成。
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内装も…さすがロサド先生！

細かいところまで丁寧に作られています。
お披露目は12／20、庚午カトリックセンターの予定。

・・・・・・・・・・・

ロサド工房の前には…

小鳥たちの食堂…閉じ込めるためのものではありません。
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大型の鳥は入れず、小鳥たちだけ”みかん”が食べられます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

クリスマス前、生徒たちは明日から期末試験
高校３年生にとっては入学して29回目,これが学院最後の定期試験ですな。

2016年12月 , N.K , 日常

詳細を見る

今日の放課後
2016年12月07日

２学期末試験が明後日からに迫っています。
普段は遊びまわっている生徒も、今は学習に集中しているはず。。。

放課後、職員室のカウンターには質問する生徒が多く訪れます。
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こちらは黒板を使っての解説。
よく見ると、これは出欠を確認する黒板！

少し校内を歩き回ってみると、
先生が授業をしている教室も。

少しでも良い状態で受験できるよう、
先生も一所懸命です。
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高校３年生（５６Ｋ）は学院での最後の試験になります。
まだそれぞれの受験は残っていますが、
ここで一つ良い区切りを付けましょう。

2016年11月 , 日常

詳細を見る

「お弁当箱買い替えようかしら。」
2016年12月06日

最近高校生になった息子がたくさん食べるようになったので、「お弁当箱買い替えようかしら。」と妻。
そう言えば、学院の生徒のお弁当っていろんなスタイルがあるなぁと思う。
よし、昼食時の教室に行って中１と高Ⅲのお弁当を見せてもらおう！

ご飯少な目、おかず多め。お肉とお野菜彩り良く。

少しかさばるけど、ご飯ほのかにあったか。おかず味移りせず。

かなりかさばるがシチューイン。温か。ご飯のボリュームすごい。

伝統的スタイル。焼き肉丼。美しい。なんぼでも食べられそうです。

彩り美し焼肉弁当大盛り。お母さん、トレパンのベルトがきついらしいですよー。
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教卓の愛妻弁当。麗し。

2016年11月 , K.I , 日常

詳細を見る

Upcoming Week
2016年12月05日

The biggest thing for most people is the coming of Christmas and the New Year Holidays. 
However, for many students, including Gakuin boys, there is a big hurdle that must be 
overcome first: EXAMS. Starting this Friday, We will have our end of term exams. Students 
have already begun preparing (I hope so!!??) for their week of pressure. We wish them the 
best. We also hope that we live up to this week's saying by obeying the idea of servant 
leadership (leading by putting the goals of others first).
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A fog lay over the city today making visibility quite poor. Hopefully, the fact that the sun came 
out later is a good sign for this week's exams.

Also, at today's morning assembly, the amount of money raised by students for the Yahata 
Gakuen Christmas Party was announced. Over ￥64000 was raised by students. We hope that 
the boys and girls from the school can have a Merry Christmas.

2016年11月 , 日常

詳細を見る

科学の甲子園ジュニア3日目(表彰式)
2016年12月04日

科学の甲子園ジュニア全国大会最終日、3日間あった大会も今日の表彰式をもって無事に閉会しました。
90分の筆記試験、2時間あった実験競技、トータル3時間あった実技競技、いずれもなかなかの感触だっ
たのですが、表彰式での47都道府県中総合20位からの発表ではいっこうに呼ばれず、何か失敗したかな
と不安になったあたりで呼ばれました。結果は、中学生では本校過去最高の総合6位でした。(体育祭、文
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化祭などのイベントや部活道で集まる時間を合わせにくいなかでも、放課後の限られた作業時間のなか集
まって謙虚に探求を続けていた彼らだから出せた結果だと思います。どの上位チームにも、かけてきた時
間が違うなと感じさせる緻密さが事前公開競技などでみられ、どれだけ本気で時間をかけることができた
かが大切なことだと改めて感じました。)

彼らも入賞でき、ほっとした様子でした。お疲れ様でした。

2016年11月 , 日常 , M.T. , N.Y

詳細を見る

科学の甲子園ジュニア全国大会
2016年12月03日
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昨日から、中2生6名が東京で開催されている科学の甲子園ジュニアに広島県代表として参加しています。
現在、競技の真っ最中です。
結果が出次第、またHPで連絡致しますのでお楽しみに。

2016年11月 , 日常

詳細を見る

創立記念式
2016年12月02日

明日の創立記念日を前に，創立記念式が行われました。

イエズス会の山内保憲神父様をお招きし，講話をいただきました。

神戸出身の山内神父様は，軽快な関西弁でユーモアたっぷりにお話し下さいました。
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自らの命の泉を掘り，様々なプレッシャーから自分を解放させ，

自分にとって本当に大切なものを見つけて活き活きと生きる。

私たちにもできるでしょうか。。。

・・・・・・・・

こちらは本日東京へ旅立った，科学の甲子園ジュニア広島県代表の生徒たちです。

全国大会でも，活き活きとした姿が見られることを期待しています！

2016年11月 , Y.O. , 行事・イベント
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詳細を見る

今日から12月…
2016年12月01日

今年も生徒たちがきれいに飾ってくれました。

・・・・・

12月らしい？写真を3枚！
（動きが速すぎて…みんなピンボケです）

師走①

師走②

師走③

・・・・・・・・・・・・・・

明後日は創立記念日（ザビエルの祝日）
廊下にはポスターが掲示されました。
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ちいさなことを大切にせずに、おおきなことを大切にできる人はいません。

2016年12月 , N.K , 日常

詳細を見る
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